


高萩に残る古代道
　「常陸国風土記」勅撰1300年を迎えています。
　市では現在、いくつかの事業を行っています。１月、
市教育委員会より『常陸国風土記〔高萩編〕』を発行してい
ます。翌２月は、『常陸国風土記〔高萩編〕』の文庫本を茨
城新聞社より発刊しました。
　そして５月３日 ･ ４日には、記念事業を大々的に挙行
しました。さらに同月 11 日には、文化会館にて秋本吉
德 ･ 清泉女子大学教授を招き記念講演会を開いたところ
です。また６月下旬には、「常陸国の多珂の郡・久慈の
郡展」を開催いたしました。このような一連の事業によ
り、市民の間に少しずつ「風土記」が浸透してきたように
感じます。
　講演に見えた秋本教授と歓談した際、紹介された本が
一冊ありました。それが『古代道路の謎』（祥伝社新書）
です。現職の文化庁文化財調査官である近江俊秀氏が著
した本です。同書 202 頁をめくると、高萩市の古代道
が写真付きで紹介されています。
　早速、私は市職員と共に、その古代道を確認してきま
した。時期は５月中旬頃です。距離的にはそう長くあり
ませんが、確かに存在していました。自分の目で確認し、
両足でしっかり歩いてきました。
　ここが古代人も通った道だと想うと感慨深いものがあ
ります。かつて多珂国の国造（くにのみやつこ）の職に
あった建御狭日命（たけみさひのみこと）も、きっとこの
道を歩いているからです。当時、国造はどんな気持ちで
歩かれたのでしょうか。そんな
ことを想像しました。
　高萩市に残る古代道を市民の
皆さんに知ってもらう取り組み
は、今後の課題となります。秋
本教授は、「高萩の古代道をぜ
ひ歩いてみたい」と楽しそうに
仰ったので、その時は、教授を
ご案内したいと思います。
　市民の皆さん、高萩にも古代
道が残っています。足を運んで
みてはいかかでしょうか。

　市と自衛隊茨城地方協力本部は、
４人の皆さんを自衛官募集相談員
に委嘱しました。
　相談員の皆さんには、適任者の
紹介や自衛隊に対する正しい知識
の普及、入隊予定者に対する激励
や支援、地域における協力者の紹
介などを行っていただきます。
　任期は、２年間です。
　また、５期 10 年に渡り自衛官
募集相談員として尽力されました
福地健彦様に感謝状が贈呈されま
した。

自衛官募集相談員の
皆さんです

050505
農業経営士に
沼田充隆さんが
認定されました

　茨城県では地域農業の振興を
図るため、優れた農業者や将来
の地域農業の担い手となる農業
者を農業経営士として認定して
います。このたび、秋山でトマ
トの施設栽培を行っている沼田
充隆（写真右）さんが農業経営士
に認定されました。高萩市を始
め県北地域の農業振興を進める
リーダーとして活躍が期待されています。
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石滝地内の古代道

強い雨風に警戒し、風水害に備えましょう
　風水害とは、台風や大雨、集中豪雨など
による災害のことです。
　台風の接近は、テレビやラジオなどで事
前に情報が得られますが、大雨や集中豪雨
は、気象の変化で突然発生することがあり
ます。日ごろから、みなさんの家で、そし
て地域で風水害に備えましょう。 【防災気象情報を傾聴する】 【非常時持ち出し品の確認】
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